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肱川の恵み⑨ 〔船運〕
かつて肱川は「水の道」と呼ばれ、その豊かな水量と緩やかな流れを利用する帆かけ舟が、交通の動脈
として重要な役割を果たしていました。上流の野村や肱川の用木や木炭などの林産物が丸 1日かけて大洲
へ運ばれ、大洲から穀物・野菜・繭等の農産物が長浜へ 1日かけて運ばれました。上りは大阪方面から仕
入れてきた生活雑費が4日をかけて川上の村々へ届けられました。肱川を川|舟が列をなし、真っ白な帆に
いっぱいの風を受けてさ力、のぼっていく様子は何ともいえない風情であったといわれています。やがて各
地の道路が開通し、輸送の中心は次第に曜よへと移っていきました。大正13年大洲~鹿野ハ|聞の道路の開
通は舟運の衰微を決定的とし、大洲の風物詩であった帆かけ舟は昭和の初めにその姿を消しました。

今月号のみどころ 今月の納税は 市民の動き

0第3回ジ、ユニア トライ アスロン
平成9年8月29日現在

m大洲・H ・ H ・.....・ H ・..…… P2 ~ 3 市県民税 3期
人口 39，191人 ( -10) 

0ご存じですか?老人保険制度……P4 
男 18，706人 ( -12) 

010月は土地月間です...・ H ・.....・ H ・..p5 国民健康保険税3期 女 20，485人 (+ 2) 

o犬は正しく飼いましょう…...・ H ・..p6 世帯数 14，026世帯 (+ 5) 

0請求締切迫る!特別弔慰金...・ H ・..p7 納期は10月31日です 面 積 240.99平方キロメートル



10月号広報ああず '97

第
三
岡
ジ
ユ

ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
-m
大
洲

夏
の
肱
川
を
舞
台
に
、

戦
す
る

W
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
口
ン
・
川
大
洲
が
八
月
十

小
中
学
生
が
体
力
の
限
界
に
挑

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
三
回
目
と
な
る
こ
の
大

会
に
は
、
県
内
外
か
ら
百
二
十
二
名
の
選
手
が
参
加
し
ま

し
た
。

小
さ
な
鉄
人
た
ち
の

熱

い

夏

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
最
初
の
種
目
は

ス
イ
ム
。
激
し
い
水
し
ぶ
き
を
上
げ
、

レ
l
ス
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
肱

川
の
流
れ
を
も
の
と
も
し
な
い
選
手

た
ち
の
姿
は
ま
さ
に
水
を
得
た
魚
。

肱
川
橋
下
流
に
設
け
ら
れ
た
コ
l
ス

を
い
っ
き
に
泳
ぎ
切
る
と
、
自
分
の

バ
イ
ク
を
目
指
し
て
河
原
を
駆
け
上

が
り
ま
す
。

バ
イ
ク
で
は
緑
地
公
園
に
設
定
さ

れ
た
二
回
の
コ
l
ス
を
周
囲
。
選
手

た
ち
は
、
一
陣
の
風
と
な
っ
て
デ
ッ

ド
ヒ
ー
ト
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
真

夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
会
場
で

は
、
約
百
五
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
奔
走
。
コ
ー
ス
の
誘
導
や
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
の
手
渡
し
な
ど
に
大
活

躍
し
ま
し
た
。

炎
天
下
の
競
技
で
疲
労
が
極
限
に

達
す
る
な
か
臨
む
ラ
ン
は
自
分
自
身

と
の
戦
い
。
吹
き
出
す
汗
と
ゆ
が
む

顔
が
そ
の
苛
酷
さ
を
も
の
が
た
り
、

応
援
の
声
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。
水

を
頭
か
ら
か
け
た
り
、
ド
リ
ン
ク
を

手
渡
す
た
め
に
並
走
す
る
ボ
ラ
ン
テ
イ

2 

企 '97ジュニアトライアスロンのコース

スコン
同
ラ
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~
周

N
A斗
isi

l
t

ク

1
イ

ア
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

や
が
て
、
次
々
と
ゴ

ー
ル
す
る
選

手
た
ち
。
そ
の
懸
命
な
姿
に
多
く
の

人
が
心
を
打
た
れ
、
お
し
み
な
い
拍

手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
自
身
と
の
戦
い
を
制
し
た
小

さ
な
鉄
人
た
ち
。
そ
の
顔
は
、
や
り

と
げ
た
者
だ
け
が
味
わ
え
る
充
実
感

に
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。
彼
ら

は
、
こ
の
熱
い
夏
の
思
い
出
を
決
し

て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

圧
倒
的
な
早
さ
を
見
せ
つ
け
た
日
本
ア
マ
・

ラ
ン
キ
ン
グ
一
位
の
森
野
陽
二
さ
ん
(
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
)

〈
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
は
〉
競
技

内
容
の
苛
酷
さ
か
ら
鉄
人
レ
ー
ス

と
も
い
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
の
ア
メ

リ
カ
海
兵
隊
員
が
始
め
た
も
の
で

遠
泳
(
ス
イ
ム
)
・
サ
イ
ク
リ
ン
ク

(
バ
イ
ク
)
・

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

(ラ

ン
)
を
行
い
、
V

て
の
所
要
時
閣
を

競
う
も
の
。
今
回
の

mw
ジ
ュ

ニ
ア

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・
川
大
洲
で
は
、

小
中
学
生
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
距

離
を
短
く
し
て
実
施
。
小
学
生
は

ス
イ
ム
0
・
二
字
口
、
バ
イ
ク
六
+
十

日
・
ラ
ン
二
+
十
口
、
中
学
生
は
ス

イ
ム
0
・
四
キ
口
、
バ
イ
ク
+
±
口
、

ラ
ン
四
キ
ロ
の
距
離
で
タ
イ
ム
を

競
い
ま
し
た
。

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍
〉
こ

の
大
会
で
は
、

コ
ー
ス
づ
く
り
か

ら
工
l
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
(
飲
食

物
補
給
所
)
で
の
受
け
渡
し
ま
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

選
手
た
ち
と
同
じ
く
ら
い
鉄
人
ぶ

り
を
発
揮
し
ま
し
た
。
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小学生クラス別結果表

-小学4年生男子 女子

順位 氏 名 タイム 住 所 氏 名 タイム イ主 所

第1位 森 裕之 31分24秒 大洲市五郎 末光真把 32分15秒 大洲市若宮

第2位 吉村将人 32分50秒 松山市元町 二宮麻季 32分44秒 大洲市若宮

第3位 高月 徹 33分10秒 大洲市常盤町 鈴木栄理 33分40秒 広島県広島市

-小学5年生男子 女子

第1位 阪倉庸介 28分50秒 沖縄県宜野湾市 尾上麻季 32分17秒 大洲市徳森

第2位 石元秀和 29分36秒 高知県高知市 徳田明子 32分48秒 大洲市中村

第3位 広光伸哉 30分32秒 高知県高知市 稲谷綾乃 32分59秒 大阪府守口市

-小学6年生男子 女子

第 1位 美馬謙太 25分43秒 高知県窪川町 宮崎杏菜 27分52秒 長崎県佐世保市

第2位 藤川直矢 25分46秒 松山市北土居町 渡部紗香 29分37秒 温泉郡川内町

第3位 菊田健二 26分15秒 長崎県佐世保市 村上 彩 31分04秒 松山市山西町

口

口
§口 中 学生クラス別結果表

口

口

口

口

口援護fr
企選手の健闘をたたえて

口

口
-申学1年生男子

順位 氏 名 タイム

第1位 越智公太 50分31秒

第2位 細田 雄一 50分45秒

第3位 三好雄介 51分00秒

-中学2年生男子

第1位 高岡隆司 46分46秒

第2位 鎌田崇良 47分38秒

第3位 山下太郎 48分14秒

-中学3年生男子

第1位 三宅大貫 41分17秒

第2位 稲谷将太 41分53秒

第3位 門屋 良 42分02秒

女子

イ主 pJT 氏 名 タイム 住 pJT 

八幡浜市 本田僚子 48分08秒 松山市東石井町

徳島県池田町 武市 彩 52分30秒 高知県窪川町

伊予郡砥部町 溝測友花 53分00秒 高知県窪川町 |

女子

大洲市春翼

松山市北井門町

高知県土佐町 | 

女子

大阪府守口市

大阪府守口市

松山市谷町
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。ですか、
70歳以上(寝たきりの人は65歳以よ)のおとしよりの医療費はすべて老人保健法の

もとに運営されることになっています。大洲雨では、 70歳になる人に対して事前

に通知をいたしますので、市役所または最寄りの連絡所で届出をしてください。

「老人医療受給者証」をお渡しします。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

必
ず
医
療
機
関
の
窓
口
へ
「
保
険
証
」

「健
康
手
帳
」
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

V
通
院
及
び
入
院
に
か
か
る
費
用
の

一
部
負
担
額
(
平
成
九
年
九
月

一
日

改
定
)
{
通
院
}

o
受
診

一
回
に

つ
き
五
百
円
(
月
四

回
限
度
)

・
薬
剤
費
負
担
(
一
日
分
内
服
薬
)

一
種
類

O
円

一
一j
三
種
類

三
十
円

四
1
五

種

類

六

十

円

六

種

類

以

上

百

円

・
外
用
薬
(
シ
ツ
プ
薬
等
・

一
回
)

一
種

類

五

十

円

二
種

類

百

円

一一一
種

類

以

上

百

五

十

円

・
頓
服
薬
(
一
回
分
)

一
種

類

十

円

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
市
町
村

民
税
の
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
免
除
。

{
入
院
}
(
一
日
)

O
平

成

九

年

度

千

円

。
平

成

十

年

度

千

百

円

。
平

成

十

一

年

度

千

二

百

円

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
市
町
村

民
税
の
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
五
百

円
で
す
。
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

V
入
院
中
の
一
日
の
食
事
に
か
か
る

費
用
の
一
部
負
担
額
(
平
成
八
年
十

月

一
日
改
定
)

O

一
般

受

給

者

七

百

六

十

円

。
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

-
九
十
日
ま
で
の
入
院六
百
五
十
円

・
九
十
日
を
超
え
る
入
院

(過
去

十
二
カ
月
の
入
院
日
数
)三
百
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
、

「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
保
険

環
境
課
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
入
院
時
の
食
事
代
は
高
額
療
養
費

の
支
給
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
国
保
係
・

老
人
保
険
係
ま
で
。
宮
@
2
1
1
1

(
内
線

1
6
4
・
1
6
5
)

4 

老
人
医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
年
々
増
加
し
て
お
り
、

老
人

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
七
十
五
万
六
千
六
百
八
十
七
円
で
前

年
度
よ
り
七
・

三
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
健
康
で
楽
し
い
老
後
を
送
る

た
め
に
も
、
壮
年
期
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
重
複
受
診
や

多
受
診
の
な
い
適
正
な
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

( )内は前年度比伸び率(万円)
80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

平成8年度大洲市の老人医療費の状況

項 目 件数 よ王』立 額

入院 5，312 21億8，458万円

診療費 入院外 70，645 14億4，827万円

歯科 4.950 8，960万円

調 弗j 8，864 1億1，579万円

入所 578 l億2，849万円
施設医療費

通所 3，645万円369 

訪 問 看 護 348 1，829万円
療養費(コルセット、
柔道整復、アンマ、 945 1，697万円
マッサージ)など

ぷロ』 計 92，011 40億3，844万円|

平鵬年度

老人一人当たりの医療費

平成7年産平成昨度平成5年度平成4年度

10 

。5，337人

75万6，687円
79万4，886円

-年平均老人医療受給者数

-年間一人当たり老人医療費

-県平均一人当たり老人医療費
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地
価
公
示
に
つ
い
て

平
成
九
年
三
月
に
、
国
土
庁
か
ら
、

平
成
九
年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
地
価
公
示
は
、
都
市
計
画

区
域
内
の
各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ

れ
方
を
し
て
い
る
土
地
(
標
準
地
)

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格

を
公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の

目
安
に
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑

定
士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
、

園
、
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用

地
な
ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と
さ
れ

る
な
ど
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅

か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状

況
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ

の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
土
地
売
買

の
時
に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を

調
べ
売
買
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

標
準
地
の
価
格
や
、
標
準
地
が
接

す
る
道
路
の
種
類
・
幅
員
、
標
準
地

周
辺
の
土
地
利
用
状
況
な
ど
を
細
か

く
記
載
し
た
地
価
公
示
の
関
係
書
面

は
、
企
画
調
整
課
(
宮
@
2
1
1
1

内
線
3
7
2
)
に
あ
り
ま
す
。
県
内

の
も
の
は
全
て
表
示
さ
れ
て
お
り
、

誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
問
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会

が
、
十
月
に
土
地
の
評
価
な
ど
に
つ

い
て
の
無
料
相
談
会
を
聞
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
土
木
部
都
市
局

都
市
計
画
課
地
価
審
査
係
ま
で
。

宮

0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

(
内
線
3
8
5
9
)

土

地

取

引

の

届

け

出

制

度

次
の
よ
う
な
土
地
取
引
を
行
う
場

合
に
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
制
度
は
、
土
地
の
投
機
的

取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱

開
発
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。
次
の
事
例
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
必
ず
契
約
の
六
週
間
前
ま

で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

{
届
出
の
必
要
な
土
地
}

①
監
視
区
域

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
(
大
洲
市
内

は
該
当
な
し
)

②
そ
の
他
の
区
域

a
市
街
化
区
域

二
千
平
方
M
川
以
上
の
土
地

(
大
洲
市
内
は
該
当
な
し
)

b

a
を
除
く
都
市
計
画
区
域

五
千
平
方
M

川
以
上
の
土
地

c
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

一
万
平
方
い
れ
以
上
の
土
地

※
詳
し
く
は
、
企
画
調
整
課
ま
で
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
3
7
2
)

開
発
行
為
に
は
許
可
が
必
要

都
市
計
画
区
域
内
で
開
発
行
為
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
都
市
計

画
法
に
よ
っ
て
、
事
前
に
知
事
(
そ

の
土
地
が
松
山
市
、
今
治
市
、
新
居

浜
市
に
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
長
)
の
許
可
が
必
要
で
す
。

O
開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作

物
の
建
設
を
目
的
で
行
う
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
土
地
造

成
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
許

可
の
必
要
な
も
の
は
次
の
も
の
で
す
。

・
市
街
化
区
域
内
で
は
、
千
平
方

い山
川
以
上
の
開
発
行
為
(
大
洲
市

は
該
当
な
し
)

・
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
農

業
、
林
業
、
漁
業
者
の
住
宅
及
ぴ

こ
れ
ら
の
業
の
た
め
の
建
築
物
な

ど
以
外
で
、一

定
用
途
の
目
的
に

供
す
る
開
発
行
為
(
大
洲
市
は
該

当
な
し
)

-
前
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内

で
は
、

三
千
平
方
M
川
以
上
の
開

発
行
為

O
都
市
計
画
区
域
内
で
行
う
建
築
物

や
工
作
物
の
建
築
及
び
開
発
行
為
を

す
る
場
合
に
は
、
種
々
の
制
約
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
そ
の
土
地
が
所
在

す
る
地
方
局
建
設
部
、
土
木
事
務
所

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
都
市
計
画
区
域
の
内
外
を

問
わ
ず
、

二
千
平
方
いれ
以
上
の
開

発
行
為
(
東
大
洲
の
一
部
は

O
平
方

M
川
以
上
)
は
、
そ
の
面
積
に
応
じ
、

県
又
は
大
洲
市
へ
の
事
前
協
議
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま

で
。八
幡
浜
地
方
局
建
設
部

宮

@
5
1
2
1

大
洲
市
企
画
調
整
課

宮

@
2
1
1
1
(内
線
3
7
2
)

免
除
を
受
け
た
保
険
料
は

追
納
(
つ
い
の
う
)
で
き
ま
す

皆
さ
ん
は
、
過
去
に
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
。

免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
を
受

け
る
際
に
必
要
な
期
間
と
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
を
計
算
す
る
と
き
、
免
除
さ
れ

た
期
間
は
三
分
の
一
の
金
額
に
な
り
、

受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。将
来
、
有
利
な
年
金
を
受
け
取

っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
現
在
、
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
方
が
、
免
除
さ
れ
て
い
た

期
間
に
つ
い
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
保
険
料
を

納
め
よ
う
と
す
る
月
か
ら
過
去
十
年

間
ま
で
の
聞
で
免
除
さ
れ
た
古
い
月

か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
の
方
法
や
納
め
る
保
険
料

の
金
額
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民

課
国
民
年
金
係
ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

告

@
2
1
1
1

(
内
線
I
l
l
・
1
1
2
)

5 
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愛
媛
県
で
は
、
毎
年
十
月
を
「
犬

の
危
害
防
止
対
策
推
進
月
間
」
と
し

て
、
犬
の
正
し
い
飼
い
方
の
啓
発
を

実
施
し
、
犬
に
よ
る
危
害
の
発
生
防

止
を
図

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
犬
を
飼

っ
て
い
る
方
は

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

『っ
。
ω放
し
飼
い
は
、
人
に
危
害
を
加
え

た
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

川
股
傷
事
故
の
多
く
は
、
飼
い
犬
に

よ
る
も
の
で
、
買
い
主
の
無
責
任

な
放
し
飼
い
が
原
因
で
す
。

ω運
動
さ
せ
る
と
き
も
、
犬
を
放
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
犬
は
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

~っ
。
ω犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野
犬
を
増

や
す
も
と
に
な
り
、
人
に
危
害
を

加
え
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
飼
う

以
上
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
愛

情
と
責
任
を
も
ち
、
終
生
か
わ
い

が
り
ま
し
ょ
う
。

ω飼
い
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

は
新
し
い
飼
い
主
を
探
す
か
、
犬

の
里
親
制
度
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
市
役
所

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
引
き
取
り

の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

三
犬
の
習
性
な
ど
を
よ
く
理
解
し
、

適
正
な
飼
育
管
理
に
努
め
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
心
<
ば

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

ω根
気
と
愛
情
を
も

っ
て
、
よ
い
し

つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

ω犬
小
屋
及
び
そ
の
周
辺
は
、
い
つ

も
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

ω汚
物
「
フ
ン
」
な
ど
で
道
路
、
公

園
な
ど
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
し
、
環
境
美
化
に
努
め
ま

し
ょ
、
つ
。

小川
不
幸
な
子
犬
を
産
ま
さ
な
い
よ
う

飼
い
主
の
責
任
で
繁
殖
制
限
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

四
犬
に
は
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

ω犬
の
首
輪
に
は
、
犬
の
鑑
札
、
注

射
済
票
を
必
ず
付
け
て
く
だ
さ
い
。

ω門
戸
の
見
や
す
い
場
所
に

「飼
い

犬
飼
育
管
理
の
証
」

(犬
の
鑑
札

と
一
緒
に
渡
し
て
い
ま
す
)
を
掲

示
し
て
く
だ
さ
い
。

五
犬
の
登
録
(
鑑
札
)
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

諸
外
国
で
は
、
狂
犬
病
ガ
発
生
し

て
い
ま
す
。

ω生
後
九
十
日
を
越
え
た
犬
は
、
登

録
と
年

一
回
の
予
防
注
射
を
必
ず

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

登
録
は、

一
回
限
り
で
二
年
目
以

降
は
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
受
け
て
い
な
い
方
は
指
定

獣
医
師
の
診
療
所
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

{
指
定
獣
医
師
}

・
久
保
田
動
物
病
院

(新
谷
)

宮

@
3
2
2
3

・
中
野
獣
医
科
医
院

(中
村
)

宮

@
4
2
7
6

・
西
大
洲
動
物
病
院

(西
大
洲
)

宮

@
3
3
0
3

ω登
録
し
た
犬
の
所
在
地
、
所
有
者

等
が
変
わ
っ
た
場
合
、
ま
た
犬
が

死
亡
し
た
場
合
に
は
、
市
役
所
保

険
環
境
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
犬
の
里
親
制
度

こ
の
制
度
は
、
犬
を
飼

っ
て
い
る

人
の
う
ち
不
用
と
な

っ
た
犬
と
、
犬

を
飼
い
た
い
人
の
双
方
を
登
録
し
て

市
が
仲
立
ち
を
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
捨
て
犬
を
捕
獲
し
た
場
合
も
飼

い
た
い
人
の
条
件
に
添
っ
て
連
絡
し

ま
す
。
犬
を
飼
い
た
い
人
、
譲
り
た

い
人
は
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
保
険
環
境
課
生
活
衛
生

係
ま
で
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
6
2
)

6 

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験
及
び
受
験
講
習
会

十

一
月
三
十

日

田

午

後

一
時
三

十
分
j
三
時
三
十
分

{
場
所
}
松
山
市
文
京
町
二
の
二

松
山
市
立
東
中
学
校

{
試
験
手
数
料
}
三
千
円
(
受
験
申

し
込
み
の
際
、
郵
便
振
替
払
込
受

領
証
を
貼
付
)

※
申
し
込
み
受
付
期
間

十
月

一
日
同
j

十
月
十
四
日

ω

(土
・
日
を
除
く
)

受
験
講
習
会
及
び
統
一
試
験
を
希

望
す
る
人
は
、
大
洲
市
役
所
下
水
道

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
し
込
み
に
は
受
験
申
込
書
、
住
民

票
の
写
し
、
写
真
、
資
格
証
明
書
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

下
水
道
課
ま
で
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
2
5
2
・2
5
5
)

日
本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
が

行
う
責
任
技
術
者
試
験
並
び
に
講
習

会
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

責
任
技
術
者
は
、
公
共
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
庖
の
指
定
を
受
け
る

際
の
要
件
と
な
り
ま
す
。
指
定
を
希

望
さ
れ
る
人
は
必
ず
受
験
し
て
く
だ

さ
い
。

V
受
験
講
習
会

{
日
時
}

十

一
月
十
九
日
制
午
後

一
時
三

十
分
j
三
時
三
十
分

{
場
所
】

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

{
講
習
手
数
料
}

{
テ
キ
ス
ト
代
】

V
統
一
試
験

{
日
時
}

二
千
円

二
千
円

ご
み
の
焼
却
に
ご
注
意
f

各
家
庭
や
事
業
所
で
、
ご
み
の
減

量
の
た
め
小
型
焼
却
炉
や
野
焼
き
を

さ
れ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

ご
み
を
焼
却
し
て
減
量
化
す
る
の
で

は
な
く
、
各
家
庭
や
事
業
所
で
過
剰

包
装
を
や
め
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

努
め
、

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
少
し

で
も
減
ら
す
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
ナ
イ
ロ
ン
・
ビ
ニ

ー
ル
・

塩

化
ビ
ニ
ー
ル
系
の
も
の
を
、
十
分
な

設
備
の
な
い
小
型
焼
却
炉
や
野
焼
き

に
よ
り
焼
却
す
る
と
、
有
害
な
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
焼
却
に
よ

る
悪
臭
や
煙
に
よ

っ
て
近
所
の
人
の

迷
惑
に
な
る
ば
か
り
か
、
環
境
汚
染

に
つ
な
が
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、

気
を
つ
け
て
住

み
よ
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。
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文

化

講

演

会

開

催

・

宮
川
大
助
・
花
子
の

宮
川
花
子
さ
ん
八
幡
浜
ヘ
来
る
グ

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
と
八
幡
浜
商
工
会
議
所
の
共

催
に
よ
り
宮
川
花
子
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
て
「
文
化
講
演
会
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

花
子
さ
ん
は
、
夫
の
大
助
さ
ん
と

の
夫
婦
漫
才
で
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等

で
活
躍
さ
れ
、
私
生
活
で
は
舞
台
と

は
裏
腹
に
、
夫
唱
婦
随
の
良
き
妻
、

良
き
母
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

順
風
満
帆
に
見
え
る
花
子
さ
ん
で
す

が
、
人
生
の
重
大
な
局
面
に
も
し
っ

か
り
と
対
峠
し
乗
り
越
え
て
来
ら
れ

た
方
で
す
。

超
ハ
ー
ド
な
職
業
を
持
つ
母
と
子

育
て
、
人
生
最
大
の
危
機
・
ガ
ン
宣

告
と
闘
病
、
そ
し
て
自
ら
選
ん
だ
道

へ
の
情
熱
な
ど
エ
ピ
ソ
ー
ド
満
載
の

人
生
絵
巻
。
若
い
方
々
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
会
場
に
来
て
、
花
子
さ
ん

と
共
に
泣
き
、
共
に
笑
っ
パ
、
そ
の

生
き
方
を
今
後
の
人
生
の
糧
と
し
て

く
だ
さ
い
。

【
日
時
}

平
成
九
年
十
月
十
一
日
出

午
後
十
二
時
三
十
分
開
場

午
後
十
三
時
十
五
分
間
演

※
入
場
無
料
で
す

{
場
所
}

八
幡
浜
市
民
会
館
大
ホ
i
ル

{
講
師
}

宮

川

花

一71
マ
}

「
花
子
の
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
」

{
主
催
】

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
、
八
幡
浜
商
工
会
議
所

O
注
意
開
催
当
日
、
駐
車
場
等
大
変
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
車
で
お
越

し
の
方
は
新
川
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

O
入
場
整
理
券

入
場
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
場

整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
入
場

整
理
券
は
、
大
洲
市
役
所
企
画
調
整

課
、
八
幡
浜
商
工
会
議
所
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

0
問
い
合
わ
せ
先

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
地
方
拠
点
都
市
対
策
室

宮

@
0
5
6
0

子
先
生

技
能
検
定
は
、
昭
和
三
十
四
年
に

実
施
さ
れ
て
以
来
、
合
格
者
(
技
能

士
)
は
全
国
で
約
二
百
万
人
に
達
し
、

愛
媛
県
で
も
約
二
万
三
千
人
の
合
格

者
(
技
能
士
)
が
各
産
業
界
に
お
い

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

V
技
能
検
定
実
施
職
種

五
十
八
業
種
五
十
二
作
業

V
技
能
検
定
の
等
級
区
分
及
ぴ
検
定

資
格

O
特
級管
理
者
又
は
監
督
者
が
通
常
有

す
べ
き
技
能
の
程
度
(
一
級
技
能

検
定
合
格
後
五
年
の
実
務
経
験
)

o
一
級
及
び
単
一
等
級

上
級
技
能
者
が
通
常
有
す
べ
き

技
能
の
程
度
(
十
二
年
以
上
の
実

務
経
験
・
単
一
等
級
は
五
年
以
上
)

O
二
級中
級
技
能
者
が
通
常
有
す
べ
き

技
能
の
程
度
(
三
年
以
上
の
実
務

経
験
)

O
三
級初
級
技
能
者
が
通
常
有
す
べ
き

技
能
の
程
度
(
一
年
以
上
の
実
務

経
験
)

V
実
施
日
平
成
九
年
十
二
月
八
日
開
か
ら

平
成
十
年
二
月
二
十
二
日
佃
ま
で

の
聞
に
お
い
て
、
愛
媛
県
職
業
能

力
開
発
協
会
が
指
定
す
る
日
。

V
受
付
期
間

平
成
九
年
九
月
二
十
九
日
仰
j

十
月
十
三
日
開

V
受
付
手
数
料

・
実
技
試
験
一
万
五
千
四
百
円
以
内

・
学
科
試
験
三
千
円

V
受
験
案
内
・
申
請
書
の
請
求
及
び

提
出
先

干

7
9
0

松
山
市
三
番
町
四
丁

目
十
1

一
三
番
町
ビ
ル
二
階

愛
媛
県
職
業
能
力
開
発
協
会

宮

0
8
9
・9
4
1
・
5
8
8
5

第

六

回

特

別

請
求
締
切
ガ
迫

平
成
七
年
度
か
ら
申
請
受
付
を
し

て
お
り
ま
す
「
戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金
(
第
六
回
特
別

弔
慰
金
)
」
の
請
求
締
め
切
り
は
、

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
給
権
な
ど

に
つ
い
て
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
権
は
次
の
方
が
順
次
取
得
と

な
っ
て
い
ま
す
〉

一
平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔

慰
金
(
遺
族
国
庫
債
券
)
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

二
戦
没
者
の
子

三
戦
没
者
の
死
亡
の
当
時
、
戦
没

者
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
戦

没
者
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
の
順
序
に
よ
る
先
順
位
者

(
た
だ
し
結
婚
や
養
子
縁
組
に
よ

り
現
在
姓
が
変
っ
て
い
る
人
を
除

く
)

回
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
戦
没
者

と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
方
及
び
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
方
の
う
ち
、
結
婚
や
養
子
縁
組

に
よ
り
現
在
姓
が
変
わ
っ
て
い
る

者
で
あ
っ
て
、
戦
没
者
の
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
順
序

に
よ
る
先
順
位
者

五
戦
没
者
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
以
外
の

三
親
等
内
の
親
族
で
、
戦
没
者
の

弔

慰

金

の

っ
て
い
ま
す

死
亡
当
時
ま
で
引
き
続
き
一
年
以

上
戦
没
者
と
生
計
関
係
の
あ
っ
た

方
の
う
ち
、
死
亡
し
た
者
の
葬
祭

を
行
っ
た
方
、
そ
れ
以
外
の
方
の

順
序
に
よ
る
先
順
位
者

※
な
お
、
す
で
に
請
求
さ
れ
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
裁
定
に
時
間
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
裁
定
終
了
後
、
国
庫
債

券
が
き
た
時
点
で
通
知
を
い
た
し
ま

す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
。お
問
い
合
わ
せ
は
大
洲
市
福
祉
事

務
所
高
齢
者
福
祉
係
ま
で
。

宮

(
ω
2
1
1
1
(
内
線
1
8
4
)

第41回大洲市戦没者 ・消防及び公務殉職者

合同追悼式の開催について

「一一

第41回大洲市戦没者・消防及び公務殉職者合同追悼式
を平成9年11月11日(刈午前10時から開催いたします。
参列をご希望される方は、大洲市遺族会において取り

まとめをしていただいておりますので、お近くの遺族会

役員の方にご連絡いただくか、または大洲市福祉事務所

(宮⑫2111内線184)までご連絡ください。

7 

7 



10月号広報ああず '97

大
洲
の
文
化
と
大
洲
城

中
川
義
博
さ
ん
(
大
洲
)

「
教
育
と
文
化
の
街
」
こ
れ
が
我

が
街
、
大
洲
市
に
冠
詞
と
し
て
つ
い

て
い
る
言
葉
で
あ
る
。

あ
る
と
き
、
ふ
と
疑
問
を
持
っ
た
。

教
育
は
と
も
か
く
、
何
を
も

っ
て
文

化
の
街
と
言
、
つ
の
か
と
。

大
洲
市
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、

長
い
藩
政
時
代
に
、
も
う
武
道
以
上

に
学
問
を
尊
ぶ
思
想
が
あ
り
、
儒
学
、

陽
明
学
と
流
れ
を
受
け
継
ぎ
、
中
江

藤
樹
に
代
表
さ
れ
る
偉
人
を
数
多
く

輩
出
し
て
き
た
。
現
代
に
も
そ
の
教

え
は
受
け
継
が
れ
、
大
洲
市
民
独
特

の
気
質
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

昨
今
、
大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
が

話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
大
洲
の
文

化
を
語
る
と
き
、
こ
の
大
洲
城
の
存

在
が
不
可
欠
の
要
素
と
な
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。
た
だ
単
に
天
守
閣
復

国守

大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年

(
二
O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所

・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係
含

@
2
1
1
1
(
内
線

2
2
2
)

14 第

元
と
い
う
ハ

l
ド
面
だ
け
で
な
く
、

大
洲
市
の
文
化
を
つ
く
り
出
し
た
先

人
の
足
跡
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
市

民
が
大
洲
市
の
文
化
を
よ
り
具
体
的

に
学
習
で
き
う
る
環
境
を
平
行
し
て

つ
く
り
出
す
べ
き
で
あ
る
。

現
在
、
大
洲
市
の
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
肱
南
地
区
の
臥
龍
山
荘
を
中
心

に
、
明
治
・
大
正
文
化
の
保
存
な
ど

を
市
民
レ
ベ
ル
で
話
し
合
い
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
大
洲
城
復
元
に
関
し

て
も
全
市
民
的
に
議
論
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。
ま
ず
は
も

っ
と
城
山
を
身

近
に
感
じ
て
親
し
み
、
大
洲
域
復
元

に
つ
い
て
激
論
を
戦
わ
せ
た
い
。
復

元
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
や
文
化
学
習
と
し
て
の
利
用
方
法
、

大
洲
市
民
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
と

ら
え
方
な
ど
な
ど
み
ん
な
で
考
え
合

う
こ
と
は
、
多
方
面
に
広
が
る
。

近
隣
市
町
村
を
見
わ
た
し
て
も
、

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
天
守
閣
を
復

元
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
持
っ
て
い
る

の
は
、
我
が
街
の
み
で
あ
り
、
城
郭

の
再
現
、
肱
南
の
歴
史
的
ま
ち
づ
く

り
と
続
け
ば
、
さ
ら
に
他
の
街
に
な

い
個
性
あ
る
大
洲
市
が
構
築
で
き
、

大
洲
市
民
と
し
て
誇
り
え
る
ま
ち
づ

く
り
が
進
む
と
確
信
す
る
。

私
た
ち
の
意
識
の
中
に
あ
る
、
単

に
「
大
洲
城
天
守
閣
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
あ
」
と
い
う
思
い
が
、
「
大
洲

城
天
守
閣
が
必
要
な
の
だ
」
と
い
う

意
志
に
変
っ
て
初
め
て
、
真
に
文
化

の
香
る
街
と
し
て
自
信
を
持

っ
て
自

分
の
街
を
語
り
合
え
、
大
洲
市
な
ら

で
は
の
文
化
の
華
を
咲
か
せ
る
こ
と

の
で
き
る
「
ま
ち
」
に
成
長
し
て
い

く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

‘ 大正
の
城こ
山ろ
付の
近
の
様
宏子

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

ぞ竺国こ一 人E
考2つ内t函=壁2
えu で、行5亘Z毅三
てあ動わ三い育3
みる計日妻 しのえ
ま障画?で伊た
し 害 の干め
よ者中主会の
うのの T往匡IS:
。人重t 逼主
権要; 十

三重t 年記
び
ょ
う
き

こ
こ
で
い
う
障
害
者
と
は
、
病
気

け

が

さ

ま

さ

ま

げ

ん

い

ん

や
怪
我
な
ど
様
々
な
原
因
に
よ

っ
て

で

あ

し

め

み

み

し

ん

た

い

め
ん

手
や
足
、
目
や
耳
な
ど
の
身
体
面
で

し

こ

う

げ

ん

ご

じ

よ

う

ち

ょ

あ
る
い
は
思
考
や
言
語
、
情
緒
な
ど

め

ん

な

ん

の
面
で
、
何
ら
か
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ヤ
ツ

し

や

か

い

て

き

ふ

り

プ
(
社
会
的
な
不
利
)
の
あ
る
人
た

ち
を
指
し
ま
す
。

わ
た
く
し
私
た
ち
は
、
障
害
者
が
障
害
の
な

ひ

と

お

な

せ

い

か

つ

か

つ

ど

う

い
人
と
同
じ
よ
う
に
生
活
し
、
活
動

し

や

か

い

め

ざ

で
き
る
社
会
を
目
指
す
「
ノ
l
マラ

り

ね

ん

じ

っ

げ

ん

イ
ゼ
イ
シ
ヨ
ン
」
の
理
念
の
実
現
の

け
い
は
つ
こ
う
ほ
う
か
つ
ど
う
す
い
し
ん

た
め
に
、

啓
発
、
広
報
活
動
を
推
進

ひ
っ
ょ
、
つ

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
理

か

い

に

ん

し

き

そ

く

し

ん

し

ょ

う

ち

ゅ

う

解
と
認
識
を
促
進
す
る
た
め
、
小
中

学
校
に
お
け
る
交
流
教
育
の
実
施
や

こ

、

っ

し

ゅ

う

か

い

せ

い

し

ん

講
習
会
を
は
じ
め
、
精
神
障
害
者
に

さ

ベ

つ

へ

ん

け

ん

た

だ

対
す
る
差
別
、
偏
見
を
正
す
た
め
の

け

い

は

っ

け

ん

し

?

っ

し

ゃ

啓
発
、
研
修
。
さ
ら
に
障
害
者
の
杜

か
い
さ
ん
か
し
ょ
く
ぎ
よ
う
て
き
じ
り
つ

会
参
加
と
職
業
的
自
立
を
、
つ
な
が
す

じ

ぎ

ょ

う

し

ん

た

い

た
め
の
事
業
。
そ
し
て
、
身
体
障
害

か
く
し
ゆ
き
ょ
う
ぎ
か
い
と
う
こ
く
み
ん
ぜ
ん
ぱ
ん

者
の
各
種
競
技
会
等
国
民
全
般
に
対

け
い
は
つ
か
っ
ど
う
き
ょ
う
り
よ
く
お
す
す

す
る
啓
発
活
動
が
強
力
に
推
し
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
を

か

い

し

ょ

う

そ

ん

ち

ょ

う

い

し

さ

解
消
す
る
た
め
、
人
権
尊
重
の
意
識 No.228 

8 

人
権
と
同
和
教
育

ふ
き
ゅ
、
っ
こ
う
よ
、
つ
は
か

の
普
及
、
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発

じ
ゅ
う
じ
っ
き
ょ
う
か

活
動
を
充
実
、
強
化
す
る
と
と
も
に

そ
う
だ
ん
た
い
せ
い

人
権
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
る
い
ろ

い
ろ
な
事
業
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
う
れ
い
か
し
や
か
い
き
ゅ
う
そ
く
し
ん
て
ん

高
齢
化
社
会
の
急
速
な
進
展
の
中

て

あ

し

め

み

み

ふ

じ

ゅ

う

で
、
手
足
や
目
や
耳
が
不
自
由
に
な
っ

き
お
く
り
よ
く
お
と
ろ

た
り
、
記
憶
力
が
衰
え
た
り
す
る
こ

な
ん

と
が
あ
り
、
何
ら
か
の
障
害
を
も

っ

ち
い
き
し
ゃ

て
生
活
を
し
て
い
る
人
々
が
地
域
社

わ
り
あ
い

会
の
中
で
ま
す
ま
す
大
き
な
割
合

(あ
る
統
計
に
よ
る
と
、
障
害
者
の

わ

り

い

じ

よ

う

さ

い

六
割
以
上
が
六
十
歳
以
上
の
人
々

)

'
レ

会

C

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

も

ん

だ

い

ぜ

ん

た

い

障
害
者
の
問
題
を
社
会
全
体
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
て
、
対
処
し
て
い

き

う

ん

た

か

こ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま

っ
て
い
ま

す
が
、
障
害
者
が
地
域
社
会
の
中
で

ふ
つ
-
つ

普
通
の
生
活
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

こ
ん
な
ん

こ
れ
を
困
難
に
す
る
い
く
つ
か
の
カ

ベ
が
あ
り
ま
す
。

喜

ょ

う

せ

い

ふ

く

し

し

さ

く

行
政
の
福
祉
施
策
の
充
実
に
よ
る

ぷ
つ
り
て
き
せ
い
ど
で
き
め
ん
ぶ
ん
か
じ
よ
う
ほ
う
め
ん

物
理
的
や
制
度
的
面
、
文
化
情
報
面

じ

よ

じ

よ

と

で
の
カ
ベ
は
徐
々
に
取

り
払
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
ろ

私
た
ち

一
人

一
人
の
心

に
か
か
わ
る
障
害
者
に

む

ち

む

か

ん

し

ん

対
す
る
無
知
、
無
関
心
、

さ

ベ

つ

へ

ん

け

ん

と

う

差
別
、
偏
見
等
の
カ
ベ

を
取
り
払
う
こ
と
が
、

し

み

ん

市
民
み
ん
な
の
大
き
な

課
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
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8月12日(x).， 
約12年問、道路の清
掃を行つできだ尾中平

八せん(阿蔵)丹、日本

道路協会長より表彰き

受け、大洲土木事務所

西村事業管理課長17"う

伝達されまレた。

‘8月3日(日)
第14回肱川い17'だ流レ大会n開
17'れ示レた。 33チー凸、約 300名
門参加し、思い思いの飾り付けさ

レだい17'だで、川下l-Jき楽レみま

レだ。

8月2日・ 3白砂
鎌倉市で全日本ヲユ二?コーラ
ス・フエスチィパ/レ'97n'開催さ
れ全国nLう集まつだ子どちだちn'
楽レいス子ーヲを繰り広げまレだ。
本市nLう老、大洲児童合唱団n参
加。日頃の練習の成果き発表レて
をよnぜ賞き受賞しまじだ。
~ 8月 4 日 (月)
大洲商工会議所50周年記念事業
「臥龍火まつりJn肱北河原で行
われまレだ。約 150m fこわだって
nnl-j火nだ17'れ、上流でfeJ:大輸
の花火n。幻想的ち雰閤気とちつ
だ会場でfeJ:、よダシスヤコ和太鼓の演
奏n繰り広げられまじだ。

8月25日(月)砂
大洲市と喜多郡長浜町で組織す
;;;; i一級河川肱川緊急改修促進協
議会」の総会n開催されました。
河川|管理者の建設省、県の関係者
き含め34人n出席。早期改修め実
現ヘ向けで要望活動を進め3己と
を決め彦レだ。

‘フ月26白(*) .1 

大洲夏季大学n大洲市民会館で
開催されました。今年の講師feJ:、
Qレントのよタ二工/し・ア7ーんさん。
「ポウn触れだすばらじさ二、、/ポ
/Jと題レたユーモ?だっぷりの
講演で会場feJ:笑いの渦!こつつまれ
まじた。

8月24日(日)T
残暑きびしい肱川で第8回大洲
市内ヌ-¥';ーリンヴ大会n行われ
ましだ。大成橋17"う城山までの約

15同き24チー仏、154人n9ィμき
競いました。

‘8月22日(金:) /' 
大洲の秋の味覚「い 1 
ちたさJn始ましjまU
だ。初煮会のこの日1eJ:

今年の夏いちの味き楽

レんでちらおうと1500
人分のいち鍋n無料で
振3舞われ、多ぐの家
族連れでl之ぎわいまし
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博
物
館
で
は
、
木
を
愛
す
る
会
主
催

に
よ
る
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
木
を
愛
す
る
会
の
会
員
が
、

礼
文
利
尻
島
旅
行
を
は
じ
め
例
会
で
出

会
っ
た
植
物
や
風
景
な
ど
を
収
め
た
写

真
を
展
示
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

現
地
で
し
か
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
積

物
の
写
真
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
植

物
の
生
活
環
境
や
生
態
系
に
つ
い
て
広

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

八
月
二
十
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平
野
町

村

上

和

夫

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

宮

岡

正

臣

金
一
封
(
新
谷
町
東
福
寿
会
へ
)

新

谷

町

河

内

孝

雄

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

大

谷

勝

範

金
一
封
(
寄
付
金
を
肱
南
地
区
社
協

中
野

正
光

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

{
期
間
}
平
成
九
年
十
月
一
日
同
j

十
月
二
十
五
日
出

{
時
間
】
午
前
九
時
j

午
後
四
時
三
十
分

【
場
所
】
大
洲
市
立
博
物
館
五
階
展
示

室

【
休
館
日
}
月
曜
日
・
祝
日

【
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
立
博
物
館

合

@

4
1
0
7

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
宮
岡
洋
一
彫
刻
展

9
月
初
日
例

l
m
月
日
日
幽

V
イ
ン
ド
音
楽
の
夕
べ

日
月
日
日
幽

V
山
田
清
昭
版
画
ポ
ス
タ
ー
展

日
月
日
日
目
j

m
月
四
日
同

V
創
作
矢
野
和
紙
人
形
展

日
月
幻
日
例

1
日
月
3
日
間

【
開
館
時
間
】

9
時
j

m
時

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
含

@
1
2
8
1

へ

)

大

洲

武

田

精

二

金
一
封
(
第
一
回
鳩
歌
謡
祭
チ
ャ
リ

テ
ィ

l
収
益
金
を
大
洲
市
身
体
障
害
者

協

議

会

へ

)

菅

田

町

カ

ラ

オ

ケ

天

国

「鳩
」

宮

本

高

照

あ
た
た
か
い
善
音
却
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

グ
共
同
募
金
に
ご
協
力
寺
町

「
み
ん
な
一
緒
に
生
き
て
い
く
」
を
ス

ロ
l
ガ
ン
に
今
年
も
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
が
十
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

自衛官等採用試験のお知らせ

自衛隊大洲募集事務所では、今年度の自衛官等採用試験(高校卒業程

度)の申し込みを受付けています。

V受付期間

O陸看護学生 (女子) 1 
0防衛医科大学校学生(男女)( 10月14日開まで
O防衛大学校学生 (男女) J 

02等陸 ・海・空土 (男女)……年聞を通じて実施
V問い合わせ先

自衛隊大洲募集事務所ft@4123または大洲市役所市民課(窓口)まで。

一一円
V
宵

ω内
V
官

U
内
V
台

ω内
V
安

ω内
V
安

ω内
V
宵

ω内
V
含

ω円
V
脅

ωnv官。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
民
間
の
社
会

福
祉
を
支
援
す
る
た
め
の
募
金
と
し
て

「
社
会
福
祉
事
業
法
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
く
寄
付

金
は
身
近
な
福
祉
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

今
年
も
み
な
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
善
意

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対築家全
勺頗5J;
c)に力、.‘大

洲
市
共
同
募
金
委
員
会

図書館

十
月
新
刊
案
内

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
辞
典

岡

本

茂

・

他

編

得

な

性

格

損

な

性

格

国

司

義

彦

著

遊
び
上
手
は
生
き
上
手
斎
藤
茂
太
著

死
後
世
界
の
研
究

M
・
リ

1
ズ
ル
著

ケ
ル
ト
の
神
話

M
-
J
-グ
リ
ー
ン
著

世
界
の
歴
史

4

中
央
公
論
社

マ
ザ

1
・
テ
レ
サ

A
・
マ
タ
イ
ス
著

マ

カ

オ

物

語

浅

井

信

雄

著

や
っ
ぱ
り
タ
イ
は
熱
か
っ
た江
本
正
記
著

新

サ

ハ

リ

ン

探

検

記

相

原

秀

起

著

知
っ
て
ト
ク
す
る
あ
な
た
の
年
金

田
中
章
二
著

登

校

拒

否

が

わ

か

る

池

田

行

伸

著

中
国
エ
リ
ー
ト
学
生
の
日
本
観
平
川
祐
弘
著

検
証
子
ど
も
の
権
利
条
約
日
本
評
論
社

ア
イ
ヌ
、
い
ま
に
生
き
る
西
浦
宏
己
著

物

理

学

の

す

す

め

塚

田

捷

著

頭
を
よ
く
す
る

E

Q脳
の
鍛
え
方

大

島

清

著

D
N
A
が

わ

か

る

本

中

内

光

昭

著

う
つ
、
そ
の
深
き
淵
よ
り

p
・

c-
カ
イ
パ

1
著

一
0
0
0万
円
台
の
家
づ
く
り
実
例
集

長
岡
室
田
庖

被

服

学

辞

典

阿

部

幸

子

・

他

編

お
し
ゃ
れ
野
菜
と
い
ま
ど
き
の
食
材

青
山
ス
パ
イ
ス
ク
ラ
ブ
編

ニ
ッ
ポ
ン
欽
道
全
線
完
乗
菊
地
忠
昭
著

美
術
・
デ
ザ
イ
ン
賞
事
典

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編

う

つ

わ

が

ご

ち

そ

う

荒

井

明

子

文

た
の
し
い
お
り
が
み
事
典
成
美
堂
出
版

山
を
楽
し
む
地
図
読
本
石
井
光
造
箸

世

界

史

映

画

教

室

家

長

知

史

著

10 

未 充 ク ペ沖老花発残幻幕最逃小風水見私さ 吉父白天 日海
解 た ロ共ル縄い 破 想末後 説の迷なのあ 行-秋声 本釣
決 さ l同 l若の炎屋響劇疾の亡経群宮れ風現 エ椋の人 語り
殺 れ ン通日夏諾 硬 場風将 図像 i王た景代 イ鳩水語 学の
人 ざ P の信本のら 太 録軍連上の町俳ス十脈 '97 キ仕
事る・祭社大記い 上 -巻に句ケ物朝 l掛
件カ者ゴ壇ペ使憶 ・ 下風へと語日ワけ
タズ上 l ル公 下 が そ新 l
イオ・ル 1邸 吹吉の聞小ド高
ム・下ズ特人 佐 司 長く 行時久論池事木
図 ・イ ワ 別質大沢和景保唐伊馬千春秋杉野山中 宗 和代保北説 j青典道
ラシ l 取事石村み 山 坂 藤遼木元本ま田村 子 田原委治 郎
書イグ シ 材件芳貞ず民和十 太蓬秀苑ゆ太苑左・ 喬東員
フロ l 班 野子え夫志郎仁郎生雄子ま一子近他 彦代室他 他
館編著 著 編 著著著箸著著著著著著著著著著著編 著著編編 著

十
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

読
書
案
内
講
座

「
お
す
す
め
し
た
い
本
」

講

師

楠

崎

倭

子

先

生

日

時

叩

月

m日
(
水
)

¥
、

4
J
n
u

--

n
u
J

f
E
L
3
1
1
.
3
L
 

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
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人
権
擁
護
委
員
に

高
岡
政
義
さ
ん
を
再
任

八
月
一
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
次

の
方
が
当
市
の
人
権
擁
護
委
員
に
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
に
起
こ
る
様
々
な
問
題

や
悩
み
ご
と
の
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま

す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を

守
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
は
無
料
で
、

む
づ
か
し
い
手
続
き
も
い
り
ま
せ
ん
。

【
再
任
さ
れ
た
委
員
】

氏

名

高

岡

政

義

住
所
大
洲
市
五
郎
乙
二
十
二
番
地

電

話

含

@
3
9
7
1

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
!
検
察
審
査
会

「
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件

を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
」
こ
の
よ
う

な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
検
察
審
査
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
し
立

て
に
つ
い
て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
一
般
国
民
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選

業

ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が
、
検
察
官

が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
よ

し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
松
山
地
方
裁
判
所

大
洲
支
部
内
大
洲
検
察
審
査
会
事
務
局

ま

で

。

合

@
2
0
3
8

介
護
休
業
等
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

労
働
省
で
は
十
月
を
「
仕
事
と
家
庭

を
考
え
る
月
間
」
と
定
め
、
介
護
休
業

制
度
等
の
早
期
導
入
の
啓
発
・
促
進
に

努
め
て
い
ま
す
。
少
子
・
高
齢
化
、
核

家
族
化
が
進
む
中
で
、
労
働
者
が
生
涯

を
通
じ
て
充
実
し
た
職
業
生
活
を
営
む

た
め
に
は
、
仕
事
と
育
児
や
家
族
の
介

護
と
を
両
立
さ
せ
つ
つ
、
そ
の
能
力
や

経
験
を
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な

っ

て
い
ま
す
。

愛
媛
県
婦
人
少
年
室
で
は
、
企
業
の

人
事
労
務
担
当
者
を
対
象
に
、
介
護
休

業
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【日
時
】

平
成
九
年
十
月
二
十
四
日
幽

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

ft24-5351 

水道庖

ft26-0265 

三原設備

含 24-3783

1享山水道工事庖

ft24-2583 

傭)いの水道設備

ft24-2216 

工電丸

田

(有)

西

(有)

10月4日出

10月5日(日)

予屋住

ft24-2541 

備)内田電気水道設備

ft25-2858 

岡福水道工事庖

ft24-3656 

設備

ft24-3674 

吾./u

員又伊

10月10日幽

10月11日目

【
場
所
】

え
ひ
め
共
済
会
館

※
講
演
内
容
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
愛

媛
婦
人
少
年
室
(
含

0
8
9
・
9
3
5
・

5
2
2
2
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
奨
励
金
等
の
相
談
会
も
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

十
月
一
日
1
七
日
は
公
証
週
間

十
月

一
日
か
ら
七
日
は
「
公
証
週
間
」

で
す
。
こ
の
期
間
中
に
は
、
公
証
役
場

で
無
料
公
証
相
談
所
が
開
設
さ
れ
、
公

正
証
書
に
関
し
て
の
法
律
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
重
要
な
取
引
を
し
た
り
遺

言
を
残
し
た
り
す
る
と
き
は
、
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
た
め
公
正
証
書
の
作
成
を
お

勧
め
し
ま
す
。

公
正
証
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
八
幡
浜
公
証
役
場

8
0
8
9
4
・

2
2
・
2
0
7
0ま
た
は
松
山
地
方
法

務
局

8
0
8
9
・
9
3
2
・
0
8
8
8

地
震
発
生
f

す
ば
や
く
火
の
始
末
を

今
、
地
震
が
起
き
た
ら
あ
な
た
は
落

ち
着
い
て
正
し
い
行
動
が
取
れ
ま
す
か
。

地
震
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
と

き
発
生
す
る
か
分
か
ら
ず
、
発
生
す
れ

ば
い
く
つ
も
の
条
件
が
重
な
っ
て
様
々

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
突

然
襲
っ
て
く
る
激
し
い
揺
れ
の
中
で
は
、

だ
れ
も
が
心
理
的
に
冷
静
さ
を
な
く
し
、

適
切
な
判
断
や
行
動
が
取
り
に
く
い
状

況
と
な
り
ま
す
。
家
の
中
に
い
て
万

一
、

地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ま
ず
落
ち

着
い
て
火
の
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
o

v
グ
ラ

ッ
と
き
た
ら
、
ま
ず
火
を
消
す
o

v大
き
な
地
震
で
火
を
消
す
余
裕
の
な

い
と
き
は
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る
の
を
待

ち
す
ば
や
く
消
す
。

V
火
が
広
が

っ
た
と
き
は
、
大
声
で
付

近
の
住
民
に
知
ら
せ
、
協
力
し
あ
い
消

火
活
動
を
行
、
つ
O

V
地
震
が
お
さ
ま

っ
て
も
、
安
全
が
確

認
さ
れ
る
ま
で
火
を
使
用
し
な
い
。

備

ft25-4684 

戸

ft25 -2944 

保鉄工所

ft26-0537 

側土居鉄工所

包 24-4519

設備

ft24-0783 

(有)南予水道住設

ft25-1350 

水道庖

会 24-4410

所

包 25-0300

鉄工所

社

ft24-4122 

工

告/u

R又

業

ダ

鉄

電

田

南

クオ

塚

(有)神

キ申

(有)

城

大

10月12日(日)

10月18日出

10月19日(日)

ノサア

藤

久

(有)

佐

10月25日出

10月26日(日)

タ
コ
足
配
線
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

コ
ー
ド
や
配
線
器
具
に
は
、
流
れ
る

電
気
の
旦
一
旦
に
限
度
が
あ
り
ま
す
。
テ
ー

ブ
ル
タ
ッ
プ
や
マ
ル
チ
タ
ッ
プ
な
ど
を

使
っ
て
、
タ
コ
足
配
線
を
し
て
い
る
と

一
度
に
た
く
さ
ん
の
電
気
が
流
れ
る
こ

と
が
あ
っ
て
大
変
危
険
で
す
。

電
気
器
具
は
専
用
の
コ
ン
セ
ン
ト
を

使
い
ま
し
ょ
う

財
団
法
人
四
国
電
気
保
安
協
会
大
洲

支
所

8
@
5
0
1
2

E

2

 

市
民
運
動
会
に

つ
い
て

十
月
十
日
の
市
民
運
動
会
は
、
「
徳

森
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
で
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
駐
車
場

不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
一
緒
に
各
戸
配
布
い
た
し
ま
す

駐
車
場
一
覧
を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月末までの

大洲市内の交通事故

8月末現在 昨年同期

件数 200 157 

負傷者 268 197 

死者 2 2 

8 
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相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

m月
8
日

附

叩

時
i
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時
四
月
初
日
開
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時
四
月
日
日
同
日
時
i
日
時

場
所
柳
沢
公
民
館

日
時
叩
月
口
日
幽

叩

時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

ο
法
律
相
談
第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
宮
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す

時

間

叩

時
j
ロ
時
、
日
時
j

m
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
三
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
室
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

広報おおず '97

保健センターだより

合 24-3775
0乳幼児健康診査。
10月7日ω 平成9年5月生※
10月21日ω 平成8年3月生
10月28日附平成6年9月生
※は肱南・久米・肱北・喜多・平

地区のみ
受付時間 13 : 00~ 13 : 30 
実施場所大洲市保健センター

持参品 母子手帳・アンケート・

パスタオル

{
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

日
時
叩
月
初
日
開

9
時
j

u
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
包
@
5
6
6
0
(政
所
)

ま
た
は
包
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時
叩
月
日
日
開
、
幻
日
附

叩
時
l
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
含
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
合
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時
叩
月
日
日
同

9
時
j

m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O

九
宮
@
4
4
5
2

{
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

な
や
み
ゼ
ロ

g
@
7
8
3
0
 

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
叩
分
j
口
時

L
V
l
よ
u
l
よ

8
@
L
4
1
4
 

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当。10ヶ月児育児相談。

10月6日開) 平成8年11月・12月生
肱南・久米・肱北・喜多・平

地区のみ

受付時間 9 :30 ~ 10:00 
実施場所大洲市保健センター

持参品 母子手帳・アンケート・

パスタオル

。健康相談・栄養相談。

10月27目白)
10 ・ 00~ 12:00 、 13 : 00~ 15 : 00

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

12 

|休日|急|患|診|療1
10月5日 村上内医院(北只)

(日) ft23-3500 

大洲中央病院(東対H)

ft24-4551 

大野内医院(片原町)

ft24-6800 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

村上外医院(片原町)

ft24-2262 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

岡本耳医院(本町)

ft24-3752 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

祖母井医院(中村)

ft24-3756 

大洲中央病院(東大洲)

告 24 -4 5 5 1 

10月10日

幽

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時
日
月
日
日
開

9
時
j

日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

8
@
4
1
1
ー
ま
で
。

{
簿
記
】

試

験

日

日

月

日

日

同

受
付
期

間

日

月

1
日
制
j
幻
日

ω

【
商
業
英
語
】

試
験
日
日
月
お
日
間

受
付
期
間

叩
月
日
日
開
i
m
日
凶

10月12日

(日)

10月19日

(日)

10月26日

(日)

[平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西対川)

n24-2151 

加戸病院(若宮)

n24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 

日

木~日曜日

【
ワ
ー
プ
ロ
一一一
級】

試

験

日

目

月

6
日
凶

受
付
期
間

m月
m日
同
1

日
月
日
日

ω

保

健

所

歯

科

相

談

V
こ
ど
も
の
歯
科
相
談

日

時

叩

月

幻

日

同

日
時
j

H
時
叩
分

対

象

乳

幼

児

持
参
品
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ

ル
、
ェ
。
フ
ロ
ン

料

金

百
円
i
五
百
円

V
歯
の
な
ん
で
も
相
談

あ
な
た
の
歯
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と

な
ん
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日

時

叩

月

辺

日

制

日

時

i
日
時

曜水

対

象

一
般

料

金

無

料

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
用
で
す
。

大
洲
保
健
所
包
@
3
1
6
5

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

目

月

2
日
同

市
立
大
洲
病
院
叩
時
j
U
時

平

成

病

院

日

時

却

分

j

m
時

実
施
日

叩

月

M
日

ω

大

洲

市

役

所

日

時

j

M
時
叩
分

。成人病検診及び肺がん・結被検診。

10月2日(木) 久米公民館
10月15日(水) 南久米連絡所
10月17日幽 市民会館
10月29日(水).30日(木) 保健センター
受付時間 9 : 00~ 11・00

13 : 00~ 14:00 

0胃及び大腸がん検診。
10月2日(木) 久米公民館
10月17日幽 市民会館
10月22日休) 基幹集落センター
10月23日(木) 大川連絡所
10月29日同.30日〈木) 保健センター
受付時間 8:00~ 10:00 
検診料胃がん 900円

大腸がん 400円
70歳以上の人は無料です0

0婦人がん検診。
10月2日耐久米公民館
10月17日倹) 市民会館
10月29日(水)・30日(木) 保健センター
受付時間 13 : 00~ 13:30 
検診料乳がん 200円

子宮がん 700円

。ポリオワクチン任意接種。

昭和50年から52年に生まれた人
はポリオ免疫の保有割合が低いこ

とが厚生省の調査でわかりました。
この間に生まれた人は、予防接種

を受けられることをお勧めします。

[接種できる医療機関]

亀井小児科・大洲病院 ・いんな

み神経内科・大久保内科クリニッ

ク

お問い合わせは大洲市保健セン

ター・各連絡所まで。
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